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協
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北
川
進
会
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）
は
６
日

、
正
会
員
理
事
と

賛
助
会
員
３

役
に
よ

る
総
会
を

開
き
、
元

年
度
事
業
報
告
や
会

計
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
技

術
者
確
保
や
後
継
者
育
成
、
技

術
の
向
上
を
業
界
発
展
へ
向
け

た
重
要
課
題
と
し
て

活
動
を
推

進
す
る
こ
と
に
し
た
。

当
初
、
令
和
２
年
定
例
総
会

を
今
月
1
3日

に
開
催

す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ

ル

ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
観

点
か
ら
中
止

し
、
規
模
を

縮
小

し
て
臨
時
で

開
催
し

た
。
ま
た
、

毎
年
、
総
会
後
に
開
催
す
る
懇

懇

罫

今
年
は
中

止
し
た

。

総
会
で

北
川

会
長
は
、
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
の
技
術
者
年
齢
調
査

の
結
果
、
4
0代
以

上
が
７

割
以

上
を
占
め

、
2
0代

は
１

割
、
平

均
年
齢
は
5
4・
５
歳
と
高
齢
化

」
了

る
換

昌

告
ズ

ヅ

不

足
解
消
に
向

け
て
「
採
用
側

と
し
て

の
環
境
整
備
に
対

す
る北 川 会 長 （右 ） カ豺矣拶

知
識
を
具
備
し
て
お
か
な
い
と

技
術
者
の
育
成
は
出
来
な
い
。

他
業
種
と
比
較
し
て
遜
色
な
い

給
与
を
確
保
す
る
た
め
に
適
正

な
業
務
報
酬
を
請
求
で
き
る
仕

組
み

の

理
解

と

知

識
の

取

得

等
々
だ
」

と
述

べ
た
。

ま
た
、
「
今
年

は

オ
フ
ェ

ン

ス

に
と
っ
て
代

わ
り
た
い

。
こ

れ
ま
で
以
上
に
設
備
設
計
業
務

の
提
言
や
会
員
・
企
業
の
交
流

の
機

会
を
設
け
る
な

ど
努
力
し

て
い

く
」
と
挨
拶
し
た

。

議
事
で
は

、
元

年
度
事
業
活

動
・

会
計
を
報
告
し
た

。
企
画

委
員
会
、
技
術
泰

員
会
の
活
動

墾

に

よ
る
と

、
関
西
電
力
㈱

に
お
い
て
の

一
般
配
電
事
業
に

関
す
る
意
見
交
換
会
・
基
幹
系

統
給
電
所
見
学
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ

ク
エ

場
見
学
、
ア
ル
ミ

冷
媒
配

管
他
の
技
術
研

修
会
、
県
空
衛

協
会
・
県
電

業
協
会
と
の
合
同

研
修
会
、
若
狭
湾
田

烏
で

の
魚

釣
り
を
は
じ
め

各
種
イ

ベ
ン
ト

開
催
等
を
報
告
し

た
。
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